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通期業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

 

2025年 2月 14日に公表しました 2025年 12月期（2025年１月１日～2025年 12月 31日）の連結業績予想

と実績に下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

１．2025年 12月期の連結業績予想数値と実績の差異（2025年１月１日～2025年 12月 31日） 

単位：百万円 

 売 上 高 E B I T D A 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益又は純

損失（△） 

１株当たり 

当期純利益又

は純損失（△） 

前 回 発 表 予 想

（ Ａ ） 
4,550 230 10 0 △30 △1円 77銭 

実     績

（ Ｂ ） 
4,354 109 29 38 29 1円 75銭 

増  減  額 

（ Ｂ － Ａ ） 
△195 △120 19 38 59 － 

増  減  率

（  ％  ） 
4.3 △52.3 192.0 － － － 

（参考）前期実績 

（2024年12月期） 
4,523 229 △28 6 △171 △10円 17銭 

 

２．差異の理由 

売上高については、クラウドセグメントにおいては増収となったものの、プロフェッショナルセグメン

トにおいて、大手顧客への注力により、顧客単価は向上したものの、取引アカウント数が減少し、4,354

百万円と前回発表予想を下回りました。 

EBITDAについては、減価償却費の減少、貸倒引当金の戻入等により、前回発表予想を下回る 109百万円

となりました。 

営業利益については、減価償却費の減少による売上総利益率の向上、人件費のコントロール等による販

管費の減少により、前回発表予想を上回る 29百万円となりました。 

経常利益については、受取利息 18百万円、投資事業組合運用益 6百万円の計上等により、前回発表予想

を上回る 38百万円となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、主に上記記載の売上高、営業利益、経常利益の差異の結

果及び法人税等の減少、法人税等調整額△5百万円の計上により、前回発表予想を上回る 29百万円となり

ました。 

 

以 上 


